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１相開放故障事象に対する原子力発電所等の対応に関する 

事業者との意見交換結果を踏まえた今後の対応について（案） 

 

令和４年９月２９日  

技 術 基 盤 課 

 

１．経緯 

設置許可基準規則解釈第３３条２等には「外部電源に直接接続している変圧器の

１次側において３相のうちの１相の電路の開放が生じた場合にあっては、安全施設

への電力の供給が不安定になったことを検知し、故障箇所の隔離又は非常用母線の

接続変更その他の異常の拡大を防止する対策（手動操作による対策を含む。）を行

うことによって、安全施設への電力の供給が停止することがないように、電力供給

の安定性を回復できること」とされ、原子力発電所及び再処理施設においては、１

相開放故障事象（OPC）への対応が求められている。改正当時1、既設の設備だけで

は OPC の自動検知が困難であったことから、事業者は電源系統設備の巡回点検等

の人的運用による OPC 対応を行うこととし、原子力規制庁は自動検知技術の開発

動向をフォローすることとした。その後、OPC 自動検知技術の開発が進んだこと

から、事業者において OPC 対応方針と対策工程が検討され、令和２年８月５日の

意見交換会合2において以下のことが示された。 
 

・原子力発電所において、既設の保護リレ－では OPC を検知できない予備変圧

器等へ OPC 自動検知器の導入に向け検討を進める。 

・代表プラントとして、関西電力高浜発電所（以下単に「高浜発電所」という。）

において試験導入・実機検証を行い、その結果を踏まえ、各発電所における

OPC 自動検知器の導入計画を具体化する。 

 

令和２年８月１９日の第４２回技術情報検討会において聴取の結果を報告し、原

子力規制庁は事業者の OPC 対応状況等を引き続き調査し、今後の OPC 自動検知

を目的とした設備対応等の規制要求化の要否について検討することとなった。 

今般、高浜発電所における試験導入・実機検証が完了したことを受け、本年８月

３日に原子力エネルギー協議会（ATENA）との原子力発電所等における OPC 対応

状況に係る意見交換会合3を実施した（参考参照）。その結果と規制庁の今後の対応

について報告する。 

 

 
1 平成２６年７月９日改正 
2 第 1 回 1 相開放故障事象（OPC）に対する国内原子力発電所等の対応に係る担当者レベルでの技術的意見交換 
3 第 2 回 1 相開放故障事象（OPC）に対する国内原子力発電所等の対応に係る担当者レベルでの技術的意見交換 

資料５５－１－３－４ 

<技術情報検討会資料> 
技術情報検討会は、新知見のふるい分けや作業担当課の特定を目的とした事務的な会議体 
であり、その資料及び議事録は原子力規制委員会の判断を示すものではありません。 
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２．ATENA による報告の概要 

  ATENA より、高浜発電所における実機検証結果とそれを踏まえた OPC 誤検知

対応、原子力発電所等における今後の取組みについて、以下の説明がされた。 

 

（１）試験導入・実機検証結果 

  高浜発電所の共用予備変圧器に OPC 検出器及び自動検知盤を設置し、2021 年３

月～2022 年３月に実機検証を行った。実機環境での通常運用状態において、検証期

間中の不要動作（短時間で自然回復する OPC を検知すること。誤検知とも呼ばれ

る。）はなく、システム設計へ反映が必要な事項は確認されなかった。また、実機環

境での通常運用において監視性や運転業務に影響するような懸案は抽出されなか

った。なお、一部の動作検証試験においては不要動作が確認されたが、これらは運

転操作にあたり予め想定し得る事象であり、警報発信時に即時対応が可能であるこ

とから、実機導入に問題はないと判断した。 

  これを踏まえ、各プラントへの実機導入についても問題はないと判断した。 

 

（２）OPC 誤検知対応 

一方で、落雷や系統ショック等の突発事象に対するシステム挙動は十分に確認で

きていないことから、今後も OPC 誤検知がないとは言い切れない。実運用に当た

っては OPC 誤検知への対応を考慮し続ける必要がある。基本的な対応方針は、以

下である。 

 OPC 判断の閾値、不要動作防止タイマーの設定値については OPC の速やか

な検知を優先するよう設定する。その際、必要な試運用・現地検証を行い設

定値の妥当性を確認する。 

 OPC 警報発信時には運転員が誤検知か否かを判断し、OPC 発生と判断した

場合は手動でしゃ断器を開放する。 

 社内標準に以下を追加し、教育訓練を定期的（１回／年以上）に実施する。 

・OPC 警報と非常用炉心冷却系起動信号及び母線停電信号が重畳した場合は

OPC 誤検知か否かに関わらず、中央制御室からしゃ断器を開放し、速やか

に非常用 DG からの受電に切替える。 

・OPC 警報発信を確認後、中央制御室で運転パラメ－タを確認し、現場の OPC
検知盤で各相電流を確認し、異常がない場合は誤検知と判断し、OPC 警報

をリセットする。異常がある場合は、電気保修課に OPC 検知盤の点検を依

頼するとともに、現地で予備変圧器および架線設備の目視点検を行い、断線

等の異常の有無を確認する。異常があれば OPC 発生と判断し、予備変圧器

しゃ断器を開放する。 

 各プラントにおいても同様の基本方針とし、プラント毎に設置及び必要な試

運用・現地検証を実施の上、実機導入を進めていくこととする。 
なお、高浜発電所においては OPC 警報発信を確認後、現場の OPC 検知盤の確

認による判断は３０分程度で実施できると考えている。 
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（３）今後の取組み 

OPC 対応のための設備の設置について、事業者は年に一度、ATENA へ最新の設

置計画（現地着工時期、工事完了時期、試運用完了時期）及び実績について報告す

る。ATENA は事業者の取り組みの進捗について、ATENA ホームページにて公開

するとともに、年に一度及び計画変更時、各社の進捗状況について原子力規制庁へ

報告する。 

 

３．まとめ 

（１）試験導入・実機検証結果について 

高浜発電所における試運用・現地検証の結果、システム設計や運用面に反映が必

要な懸案事項がないことが確認できたため、原子力発電所への実機導入に問題はな

いとする説明は妥当と判断した。 

 

（２）OPC 誤検知対応 

１年の試運用期間では落雷や系統ショック等の突発事象に対するシステム挙動

を十分に確認することは困難であり OPC 誤検知がないとは言い切れないこと、

OPC 誤検知により外部電源に接続している正常な変圧器のしゃ断器を開放すると、

かえって電力供給の安定性を損なうことを考慮し、実機導入に当たって、誤検知に

よる OPC 警報発信によって不要な電源の隔離を実施することのないよう、警報発

信の際 OPC の発生判断は運転員による現場確認によって実施し、電源の切替は手

動で実施する運用とする ATENA の説明は妥当と判断した。 

 

４．規制庁の今後の対応 

設置許可基準規則解釈第３３条２等における OPC 対策については「より信頼性

を向上させる対策として、１相開放故障を直接検知するための装置の設置を別途求

めるための解釈改定について、その開発状況を踏まえて検討する」としていた4。 
今回聴取した結果、事業者は自主的な信頼性向上として「１相開放故障を直接検

知するための装置の設置」を行うとし、その計画及び実績について公開するととも

に、各社の進捗状況について原子力規制庁へ報告するとしていることから、現段階

では解釈の改正は行わないこととしたい。なお、事業者は、従前より実施している

巡回点検（電力供給が不安定になったことの検知）は今後も継続するとしている。 

今後、原子力規制庁は、今後プラント毎に実施される事業者の取組みについて、

設置計画及びその進捗を ATENA より引き続き聴取し、実施状況を確認することとす

る。 

 

 

 
4 平成 26 年第 10 回原子力規制委員会資料 1-1 
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（参考）１相開放故障事象（OPC）自動検知システムの実機検証結果について 

（第２回１相開放故障事象（OPC）に対する原子力発電所等の対応に係る

担当者レベルでの技術的意見交換 資料－１） 
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